















学位授与の日付 昭和 39 年 10 月 14 日




















後の犬を用い，これを更に 10% ブドー糖液を 30 分間に 30m1/kg の割で静注した輸液群と，これ
















胸管液量が30分間に 10m1 前後に迄減少した際に輸液を行なうと，その後 1 時間の液量は急激に増
加し，輸液前の量に比べて4.9，..._， 6.7倍となった。併しその後は再び減少し始め 4"-'5 時間後には輸液









































4. 投与水分が胸管液として排除される 6 時間後の各種成分の血清値は，本法を行なわないか，又
は本法を行なっても輸液を施行しないもの(対照群〉におけるよりも明らかに低値を示している口
以上の成績から，本法は乏尿期或いは無尿期間中に生じた傍滞水分を除去するのに特に有効であれ
更に輸液により胸管液量を増加せしめると，血清中の尿素窒素，カ P クム及び無機燐の上昇をある程
度抑えることが出来るという結論に達した。
要するに，著者は，胸管ドレナ -V'法は腎不全の際における生体の異常を最少限度に抑え得るとい
う点を明らかにしたものであって，本法が，腎不全に対しての応用価値があるという事が実証され
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